ベトナムの手工芸をめぐる生活とその支援 : ベトナム手工芸品見聞録から by 樋口 博美





























ほとんど北部の紅河デルタ地域に集中しており、1930 年にはその近辺だけで 108 の工芸村があ
り、約 25 万人が従事していたという。また、工芸生産の多くは、ベトナム民族の中で 90％を
占めるベト族（キン族）によって担われてきた。 
工芸品の生産は、家計単位の経済活動（家族経営）であったが、この生産体制は、1954 年（フ











の製品や生産の紹介も積極的に行われている。1993 年 6 月には共産党第７回大会第５回中央委
員会総会において「工芸村の復興」という目標が掲げられており、国家的な政策の一環として
視野に入れられていることが分かる。 
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しかし、バッチャン村の総収入は、2008 年には 2007 年の 226 兆ドンから 175 兆ドンへと落ち込






作り手と販売はその多くが 18 歳～45 歳の女性とのことであった（写真１）。他でも現場には女
性職人労働者が多い。先の村長報告によれば、現在の毎月の個人収入の平均は約 800 万ドン～
1000 万ドンとのことである。 













































に 150 万ドン～200 万ドンを稼ぐことが出来るようになるという。これは、決して高い金額で
はないが、１で述べたように、家業が農業主体であれば、そこそこの給与を得ていることにな
る。 





ための基金も設立されている。2012 年 8 月 5 日にはベトナムの首相によって障害者支援提案










 写真３：ベトナムクラフト ABC 店内での作業風景 写真４：見本を傍らに慣れた手つきで作業を進める 





























































































在、ベトナム国内に 1,490 村、また他のデータでは 2,790 村ともいわれており、正確な数
字は分からないのが現状である。 
３）伝統的工芸村への支援金や優先政策については、ベトナム政府政令 66/2006/NĐ-CP があ
り、これに基づく財政省 No 113/2006/TT-BTC と財源環境省 No46/2011/TT-BTNMT によ
る通達書がある。 
http://vanban.chinhphu.vn/portal/page/portal/chinhphu/hethongvanban（2013/10/31 閲覧） 


























“CRAFT LINK”http://www.craftlink.com.vn（2013/10/20 閲覧）によるものである。 
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